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Ⅲ．管理を安定して行うための人員及び財政基盤の確保（研修体制、経営の効率化等）

平成２７年度　指定管理施設評価結果

施　設　名 郡山市更生園

施 設 区 分 ．福祉施設等（福祉施設等、地域の小規模施設）

指定管理者 社会福祉法人郡山市社会福祉事業団

指 定 期 間 平成26年4月1日～平成31年3月31日

評　価　項　目

Ⅰ．市民の平等な利用の確保（使用許可、使用料減免の状況等）

Ⅱ．施設の効用の最大限の発揮（PR活動、サービス向上の取組、維持管理等）

Ⅳ．その他事項（法令順守、危機管理等）

評　価　点
(100点満点)

総合評価
(Ｓ,Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ)

78 Ａ
Ｈ２７実績

指定管理料 0 （前年度比）

利 用 者 数 6,722 （前年度比）

総　　合　　評　　価　　経　　年　　比　　較

事務手続き 届　出・・・ 協　議・・・ 報　告・・・

サ ー ビ ス 向 上 対 策

内　　容

年間行事について、保護者会や地域ボランティアと連携して実施し、次年度行事に向けて独自アンケートにより、利用者及び保護者の意向を組み入れた。

給食について、アレルギー等の調査及び保護者によるメニュー確認を実施し、安全を期するとともに、嗜好により苦手な料理については、調理過程で別メニューに変更して対応した。

さつま芋栽培を前年度の倍面積で耕作し、倍の収穫を得る喜びを感じるとともに、給食でさつま芋ご飯として直接味わった。

評　　価　　概　　要

　生活介護事業所である当施設は、利用者の自立と社会経済活動への参加を促進するため、生産活動の機会の
提供や日常生活上の支援を行っている。他施設の視察や外部研修への積極的な参加により職員個々の能力向上
を図っており、利用者へは工賃の支払も継続して行っている。また、施設において職員倫理綱領・行動規範の
作成及び周知により、職員の利用者に対する人権意識の向上に努めている。
　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する法律に基づき、より良いサービスを提供できるよう独自
アンケートによる利用者の意向調査などサービス向上策やその結果を評価し、引き続き利用者を中心とした支
援内容の充実を図るよう指導を続ける。
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